


収録 シナ リオ 
「 伝説 の 民 ア トゥ ー ル 」 
「 贅 塵 の 丘陵 」 
「 褐 色 の 衛 琴 」 








火薬 も な く 、 鉄 も 少な い 、 そ ん な 時 代 ・・・・・ 8 
し か し そこ に は 飛行 船 が あっ た 。 
伝説 の 大 陸 "” JOSHUA" を 舞台 に 繰り 広げ られ る 
5200 還 和 SSCC0RSNRD0230G2 そし て 野望 。 
ジョ シュ ア の 大 地 に 栄え し 国々 、 そ の 兵器 体系 は か っ て 類 な き も の で あっ た 。 
ある 民 は 大 空 に 夢 を 求め 飛翔 の 術 を 体得 し 、 あ る 者 た ち は 獣 た ち を 動力 に し て 巨大 兵器 を あや つっ た 。 
謎 の 大 陸 "” JOSHUA" 今 、 そ の 全貌 が 解き 明か され る 。 
県 電界 信 天 aliW 間 亡 の 8S9RNNUUWAI (2 ヨン AE9 の 300) 
古 え の 戦い に 大 空 高く 飛翔 する 飛行 般 
超 華 麗 な 迫力 の 一 大 スペ クタ クル が 今 あ な た の 元 へ 


大 陸 ジ ョ シュ ア 


大 陸 ジ ョ シュ ア に は その ほ ば 中央 に 『 悪 魔 の 性 内 』 (アバ ・ シ デス ) また は 『 死 の 淵 』 と 呼ば 
れる 大 断 悦 が ある 。 

断層 は 大 小 合 わせ る と 無数 に 近い と 思わ れる 数 で 構成 され て いた が 大 きく 、 深 いも の が 5 つ あ 
っ た 。 

それ は 大 地 を 地 の 底 に 達する か と 思わ れる 位 に えぐ り 取り 、 そ の 時 代 の 人 々 に は まさ に 地獄 へ 
の 入口 に 等 し か っ た 。 

その 名 は 誰が つけ た の か 今 は 知る 由 も な い が 、 そ の 形状 は 有史 前 、 神 と 壮絶 な る 戦い を し た 悪 
魔 の 断末魔 の 情景 を 思わ せ ず に は いら れ な い 。 

悪魔 が その 汚 ら わし い 手 で あたかも 神 と の 戦い の 苦痛 に た を かね て 大 地 を わし づか み に し た か 
の よう に 5 つの 巨大 な 溝 は 掘り 起こ され て いた 。 

その 最大 な る も の は 約 2 000Km に も 及び 、 旅 人 を し て その 断 層 、 渓 谷 、 急 地 は その 彼方 へ 
の 憧 慢 と は 裏腹 に 旅 の 終わ り を 告げ て いた 。 

その 中 で 厄介 な も の に 到 っ て は 深々 と 水 を 満た し て いる も の まで あっ た 。 

渓谷 の 絶壁 は 低い も の で も 数 メー トル に 及び 例え 水面 に 降り た っ た と し て も 船 や その 他 の 航 
行 手段 を 拒否 し て いた 。 

勇気 と 英知 ある 人 々 の 中 に は それ で も 溝 の 巾 の 狭まっ た と ころ を 探し 吊橋 を 架け 、 未 知 の 、 ま 
た 憧れ の 大 地 を 踏み し め よ うと する 者 も あっ た が それ は 極小 数 で あり 、 地 理 的 に も その よう な 
と ころ は 希少 で あっ た 。 

地形 的 に も ” 溝 " の 巾 の 狭まっ た 所 は 険しい 山岳 か 、 荒 れ 野 の 端 の オア シス ー つ な い 広 大 な 砂 
漠 の 中 に あっ た 。 


@ 大 陸 の 気象 


大 陸 の 気象 で 忘れ て は な ら な い の は 季節 原 で す 。 季 節 風 は 年 の 6 月 と 1 1 月 に や っ て きま す 。 
「 ゴ ダー ル の 空 族 」 が 農作物 の 収穫 の 1 0 月 を 待っ て いた か の よう に 1 1 月 頃 各地 方 に 飛来 し 
た の は 実は この 貿易 風 と も 言え る 季節 風 を 利用 し て の こと だ っ た の で す 。 

航行 士 た ち が 「 風 を 読む 男 達 」 と 称 さ れ た の は 、 単 に 飛行 船 の 航行 能力 や 操 能 技術 だ け で は な 
く こ の 季節 風 に つい て 学ん で いた た めで す . 


大 陸 歴 史 年 表 


人 々 の 知 的 水準 は 非常 に 高く 、 数 十 の 国々 が 起き て は 亡 び た 。 
地形 格差 が 地域 間 で は ば げ ば しく 軍国 主義 が 隆盛 を 極め た の は それ に 起因 し て いる 。 


大 陸 暦 
大 陸 暦 


大 陸 暦 
大 陸 暦 
大 陸 暦 
大 陸 歴 


大 陸 礎 
大 陸 麻 
大 陸 礎 
大 陸 礎 


大 陸 暦 
大 陸 暦 


大 陸 暦 


大 陸 暦 
大 陸 暦 


大 陸 暦 


大 陸 暦 
大 陸 暦 
大 陸 歴 


95 中 
55iE 


加 介 2 


8 1 7 年 
81 9 年 


835 年 


8 3 9 年 
898 年 
999 年 


大 陸 磨 1000 年 
大 陸 麻 101 0 年 


始祖 国 興 る 。 

ヨシ ュ ア 1 世 国 内 に 度量 衡 を 定 む 。 

導 以 2 INN ジグ 028200ODfflE 

流浪 の 民 ゴ ダー ル 、 ア バ ・ シ デス 南東 に 定着 。 

ヨシ ュ ア 1 世 、 第 1 回 ゴダール 征伐 を 開始 。 

ゴダール 族 、 ホ ー グ 師 の 教授 に 従い アバ ・ シ デス 渡河 結果 は 失敗 

改良 に 改良 を 重ね. 後 の ヘ ッ ジ ホー グ に 多大 の 影響 を 与え た 浮遊 振 が 完成 . 
勇敢 な シェ イマ ス 獲 に より アバ ・ シ デス 渡河 が 行わ れる 。 

数 々 の 浮遊 が 考案 され 、 そ の 遠 距 離 航行 能力 が 競 わ れる 。 

本 格 的 な アバ ・ シ デス 往来 に よる 辺境 と の 貿易 が 始ま る 。 

速 距 離 航行 能力 に 加え 、 高 高度 飛翔 能力 が 問わ れ 始 め る に つれ 、 事 故 統 出 。 
ゴダール 族 の 長 シ ュ マ イル に より 、 航 行 士 学 校 「 カ イト ファ ン 」 と 飛行 船 
技師 学校 「 サ マイ ト フ ァ ン 」 が 作ら れる 。 

飛行 船 技師 学校 「 サ マイ ト フ ァ ン 」 に 兵器 技師 課程 創設 され る 。 

ヨシ ュ ア 7 世 、 第 1 7 回 ゴダール 征伐 に 失敗 「 ゴ ダー ル の 空 族 」、 ジ ョ 
シュ ア 大 陸 に その 名 を 細か す 。 

始祖 国 、 そ の 王位 継承 問題 に 端 を 発し サバ イド ー ル 家 と アバ ディ ー ン 家 の 
骨肉 の 争い が 始ま る 。 

異教 の 徒 ミ ン ヒ リア ス が 辺境 に 起こ る 。 ゴ ダー ル と の 友好 関係 が 深まる 。 
サバ イド ー ル 家 劣 性 と 見 る や 始祖 国 興 国 の 父 コ ヨコ シュア 1 世 の 忠 実 な る 宰相 
家 の 未 商 で あっ た ピロ ミウ ス ・ カ レン は その 反 に あたる 当時 僅か 2 歳 で あ 
っ た オブ ラ ・ ハ ザー ル ・ ヨ シュ ア 9 世 を 連れ アバ ・ シ デス の 南西 の 地 に 沙 
ちの び ぴた 。 

2 0 数 年 の 争い は 終わ り 、 そ の 直系 を 欠い た 始祖 国 は 豪族 の 勢力 の まま に 
イジ シュ タカ ル 、 ラ メド ン 、 リ ュ ダ ー ル 、 グル デュ ア 、 ル ー ジ ュ ア 、 カ ルー 
カト 、 ソ リ ダ ン の 7 国 と 宮廷 に 仕え た 女官 ( 女 の 戦士 ) が 訓練 と 修養 の 場 
と し て 神聖 視 し て いた アム ゾン と に 分 裂 。 

オブ ラ 王 子 の 成人 を 機 に タ シ ュ バ ー ン 国 興 る 。 

西方 の 民 ア シュ メニ ア を 建国 。 

アバ ・ シ デス 大 異変 起こ る 。 繁 栄 を 極め て いた ゴダール の 都 が 一 夜 に し て 
崩壊 。 こ の 機 に 乗じ て 敵対 関係 に あっ た 隣国 数 国 に より ゴダール の 領地 は 
ほ ば 全域 に わた り 、 異 国 の 徒 に 凌 辱 され る 。 

非 運 の 民 ゴ ダー ル の 再度 に わた る 流浪 が 始ま る 。 

ジョ シュ ア 大 陸 は 十 数 の 大 国 と その 衛星 国 に 分 か れ 群 雄 割拠 の 時 代 が 訪れ 
る 


交易 路 と 隊商 


大 陸 に お いて 各国 の 都市 と 都市 は 交易 路 で 結ば れ そ の 勢力 圏 は 要 所 要 所 に ある 上 毅 や 出城 で 支え 
られ て いた 。 

間 国 を 往来 する 隊商 に より 交易 路 は 比較 的 安全 を 保 た れ て いた が 一 歩 荒野 や 砂漠 に 足 を 踏み い 
れ よ う も の な ら そ こ は 得 族 や 野 盗 の 出没 する 危険 地帯 で あっ た 。 

知 熱 の 砂漠 、 凍 土 の 永 原 を 往来 する 隊商 は 単に 商人 と いう より 、 正 に 冒険 者 と いえ る か も 知れ 
な い 。 

また 大 陸 を 渡り 歩く 彼ら の も た ら す 情報 は 時 に は 軍事 的 に も 一 考 の 予知 ある も の が 多々 あっ た 。 
都市 国家 の 形態 を 取っ て いた 各国 に お いて 隊商 は 単に 辺境 の 地 の 交 易 品 を も ちこ む 商 人 と し て 
だ け で な く 役 の 地 の 出来 事 を か た る 吟遊 詩人 で も あっ た 。 


亀 こ の 地方 を 往来 する 商人 た ち (シナ リオ 1 、2、3 に 登場 ) 

ウジ ドン 人 

頭 部 の 上 部 を 宗教 的 な 意味 の た め 剃 っ て いる 。 

髪 は 長髪 で 額 の 位置 に ヘア バン ド の よう な も の を し て いる 。 


リュ ダー ル 人 
フー ド を 被っ て いる 女 だ け の 隊商 。 武 装 兵 を 引き連れ て いる 。 


モル ドー ル 人 
巨大 な 輸送 車 に 乗っ て 各国 を 回 っ て いる 兵器 関係 の 商人 錯 肉 子 の よう な 
も の を 着 て いる 。 





グル デュ 2 の 
小物 を 専門 に 扱っ て いる 丸い 帆 子 を 被っ た 商人 。 





戦い と その 兵器 


「JOSHUA」 の 世界 で の 兵器 の 詳細 に 関し て は 「JOSHUA」 兵 器 ・ 部 隊 マ ニュ アル を 
参照 じ て く だ さい 5。 


ここ で は その 中 か ら 代表 的 な いく つか を 取り 上 ば げ 紙 面 の 許す 限り ふれ て み ま す 。 


ジョ シュ ア の 大 地 は 戦い の 大 地 で ある 。 広 大 な 大 陸 の 中 で は 常に 閥 つ も の 勢力 が ぶつ か り 合 っ 
で いる 。 

各国 は 常に 兵力 と 武器 、 資 源 と 情報 を 欲し て 慕 大 な 恩賞 を ば ら ま いて いる 。 

それ ら に は 戦士 、 商人 、 技 師 、 航 行 士 が 群がり この 世界 を 動か す 一 つの 力 と も な っ て いる 。 
この 力 の 集中 が 作り 出し た 物 、 そ れ が 極度 に 発達 し た 兵器 群 で ある 。 


隻 飛行 船 

「 空 族 」 と し て 後に 大 陸 全 土 で 麗 れ ち れ た ゴダール も ゃ 飛行 船 を 考案 し た 当初 は アメ バー シ デ ス 渡 
河 が その 目標 で あり 、 そ の 開発 に 注い だ 情熱 は 辺境 へ の 彼ら の 憧 慢 か らき た も の で ある 。 

し か し アバ ・ シ デス の 大 異変 の 後 、 流 浪 の 民 と 化し た ゴダール の その 技術 は 、 大 陸 で 笛 権 を 提 
ろう と する 各国 の 狙う と ころ と な っ た 。 

各国 が 競っ て ゴダール の 技師 や 航行 士 を 登用 し て か ら は 、 次 第 に 飛行 船 は 戦場 の 究極 兵器 へ と 
な っ て いく の で ある 。 

も ちろ ん 飛行 船 一 隻 で 敵 軍団 を 全滅 させ る こと は で き な い が 、 攻 撃 も 妨害 も 受け る こと な く 戦 
場 の 上 空 を 行動 し 、 ど こ で も 自由 に 攻撃 で きる と いう 飛行 船 の 能力 は 、 他 に 比べ る も の の な い 
特長 で あり 、 飛 行 船 だ けが 、 敵 軍団 の 中 枢 を 確実 に た た く 力 を 持っ て いる の で ある 。 

重 防 御 で 近付く こと の で き な い 城壁 も 、 前 箱 、 側 衛 に 守ら れ た 本 隊 も 、 軍 団 後方 か ら 援護 射撃 
を する 重 起 砲 部 隊 も 、 飛 行 船 の 前 で は 無防備 に 等 し い の で ある 。 

こう いっ た まっ た く 一 方 的 な 戦闘 は 、 攻 撃 を 受け る 側 に は 悪夢 の め よ う で あり こう し て 陣形 を 崩 
され た 軍団 が いか に 脆い か は 、 そ れ か ら の 数 多く の 戦い で 実証 され て いく の で ある 。 

攻撃 を 受け る 軍団 の 悲 半 さ に 比べ て 、 攻 撃 する 飛行 船 に と っ て は 、 積 ん で 行っ た 石 や 矢 を 上 か 
ら 落 と すか 打ち 出す だ け と いう 単純 な も の で 、 後 に 能力 を 増す 対空 兵器 (アッ ハ カ ジ ィ 等 ) に 
対し て も 不用 意 に 高度 を 下げ な けれ ば それ ほど の 危険 は な か っ た の で ある 。 

飛行 船 に と っ て な に より も 危険 な も の は 、 自 由 に 空中 を 移動 で きる 敵 の 飛行 船 だ け で ある 。 


飛行 船 同志 の 戦い は 、 大 空 を いっ ぱい に 使い 互い の 全能 力 を 発揮 し て 戦う 総力 戦 で あり 、 戦 い 
の 行方 を 決する 制空権 を 賭け た 空 の 決戦 で も ある 。 

この 戦い は 遠 距 離 か ら の 起 砲 の 撃ち 合い か ら 、 接 般 し て の 移乗 戦 、 果 て は 体 当り や 一 部 クニ ッ 
カル (ゴン ドラ の よう な も の ) の 切り は な し 投下 まで も あり うる 凄絶 な も の で 、 互 い に 引 く こ 
と の 許さ れ な い 一 騎 打 ち に な る こと の 多い 飛行 船 の 戦い の 特徴 で も ある 。 

この よう な 飛行 船 同志 の 戦い を 知る 助け と し て 、 飛 行 船 全般 の 構造 に つい て 記し て いこ う 。 





飛行 船 の 構造 を 大 きく 分 ける と 熱 空気 を 入れ る 気 義 と その 下 に 取り 付け られ る クニ ッ カ ル に 分 
けら れる 。 

気 奏 は 空気 抵抗 を 減ら し な が ら 大 き な 容 積 を 得る た め 前 後に 長い 編 鏡 形 を し て いる 。 

気 奏 の 材質 は 、 気 密 性 と クニ ッ カ ル を 吊り 下げ る た め の 強 度 を 得る た め 動物 ( ム ノ イ ) の 皮 を 
薄く 茅 し た 物 を 使用 し て いる 。 

ム ノ ィ イ は その 強度 と いい 気密 性 と いい 飛行 船 の 生産 に は 欠か すこ と の で き な い も の で あっ た 。 
ム ノ イ を 珍重 し て いた 理由 の 一 つ に その 細か い 羽 毛 が 皮革 表面 に 水分 を 寄せ 付け な いと いう 特 
性 が ある 。 こ れ は 内 部 の 熱 空気 を 雨 や 冷気 で 冷や さ な い こと に も な り 燃 料 節約 に も 役立っ た 。 
また 特別 な 例 と し て 、 対 空 用 に 作ら れ た 飛行 船 の 中 に は 、 体 当り 用 の 青銅 製 の 衝角 (バル ム ) 
を 気 奏 の 先端 に 取り 付け 、 そ の 周辺 を 装甲 で 覆っ た も の が ある 。 軍 事 大 国 と し て 辺境 を 長く 支 
配 し た ミン ヒ リ ア ス の 技師 (ゴダール 族 ) に より 設計 され た ジェ ー ク ヘッ ジホ ー グ が 代表 的 で 
ある 。 

装甲 気 と よ ば れる この 方 式 は 、 気 襲 の 表面 に 性 な どの 硬い 繊維 で 編ん だ 板 を 張り 付け た も の 
で 、 体 当り の た め 接 近 し た 時 に 敵 の 辻 砲 な ど で 気 三 を 大 きく 切り 裂 か れ な いよ うに 対策 を 施し 
た も の で ある 。 





この 方 式 は 気 庫 が 重く な る た め 、 気 大 全 体 に 施す こと は で きず 、 最 も 攻撃 を 受け や すい 衝角 周 
辺 か ら 中 央 上 部 に 限ら れ て いる 。 し か し それ で も 重く な る た め 、 空 中 性 能 を 確保 する 必要 か ら 
戦闘 時 に は 燃料 や 水 ・ 食 料 を 減ら し て 飛行 する の が 普通 で ある 。 


飛行 船 の 気 凌 は 、 小 型 の も の を 除け ば 、 内 部 は いく つか に 仕切 られ て いる の が 普通 で ある 。 
これ は 事故 や 攻撃 を 受け て 気 栓 が 大 きく 切り裂か れ た 場合 、 一 気 に 浮力 を 失い 墜落 する の を 防 
ぐ た め で 、 少 な いも の で も 前 後 と 中 央 の 3 房 、 多 いも の で は 前 後に 6~ 7 房 に 仕切 っ た も の 、 
さら に 前 後 4 房 を 左右 に 仕切 っ て 8 房 に し た も の な ども ある 。 

当然 房 数 の 多い も の ほど 安全 性 は 高く な る が 、 そ の 分 気 可 は 重く な る た め 、 性 能 を 考え れ ば 少 
な いぼ ほうが よ いと 言え る 。 

これ ら の 各 房 の 上 部 に は 、 ク ニッ カル か ら 操 作 さ れる 排気 穫 が あり 、 降 下 は も ちろ ん 船首 の 上 
げ 下 げ な どの 制御 に も 使用 され る ほか 、 前 部 や 後部 の 気 が 裂け た 場合 、 反 対 側 の 筒 を 開け て 
バラ ンス が 崩れ る の を 防ぐ た め に も 使わ れる 。 

また 各 房 に は 、 熱 気 釜 か ら の 熱 空気 筒 が 配 筒 され 下部 の 熱 空気 口 から 熱 空気 が 導入 され る 。 


通常 気 胡 に は 人 員 は 配置 され て いな い が 戦 闘 時 に は 応急 修理 員 が 配置 され る 。 

ゲン チョ ー ク と 呼ば れ た 命知らず の 者 た ち で ある 。 

彼ら は 顔面 を 面 で 覆い 、 厚 い 石 綿 で 作ら れ た 防 熱 服 に 身 を 固め 、 命 綱 を つけ 、 腰 に は 気 衰 修理 
用 の 皮 や 布 、 針 や 糸 、 樹 脂 の 入っ た 韓 と それ を 塗る た め の 刷 毛 な ど を 下げ て 気 閉 の 上 に 上 が り 
待機 し て いる 。 

英 の 太 矢 な ど で 気 衰 を 貫通 され る と 、 彼 ら は 命綱 で 身体 を 支 を な が ら 穴 を あけ られ た 場所 まで 
降り て ゆく の で ある 。 

普通 大 矢 で あけ られ た 穴 は 数 セン チ 四 方 で 、 大 型 窟 で 発射 する 大 き な 太 矢 で も あけ られ る 穴 は 
十 数 セン チ を 超え る こと は 少な い 。 そ の た め 内 外 の 圧力 差 の 小さ い 熱 空気 式 気 豆 で は 、 穴 が あ 
いて も すぐ に 1 房 の 熱 空気 が 抜け て 飛行 船 の 姿勢 が 月 れる と いう こと は な く 、 修 理 を する まで 
の 間 少 し 顔 築 に 熱 空 気 の 供給 を 行 を ば よい 程度 で ある 。 

し か し 飛行 船 同志 の 接近 戦 と も な れ ば 次 々 に 大 矢 が 命中 する た め 、 と て も 穴 の 修理 が 追い 付か 
ず 熱 空気 の 漏れ 量 は 大 きく な り 熱 気 釜 を 全開 に し て 全力 で 高度 を 維持 する こと に な る 。 

それ で も 高度 が 維持 で き な い 場合 は 、 重 量 物 や 食料 の 投下 な どの 非常 手段 を 用 いる こと も あり 
う '2 計 

この 時 ゲン チョ ー ク は 、 吹 き 出る 熱 空気 か ら 厚 い 防 熱 服 で 身 を 守り 顔 を 覆う 皮 の 面 の スリ ッ ト 
の よう な 細い 覗き 穴 か ら 目 を 凝ら し て 、 破 れ た 気 衰 を 修理 する の で ある 。 熱 空気 は その まま 湯 
が 沸か せる ほど の 高温 な の で 、 防 熱 装 備 な し に は 作業 は で き な い の だ 。 

気 間 の 修理 は 、 小 さ な 穴 は その まま 縫い 合わ せ て 漏れ 止め の 樹脂 を 塗る だ け だ が 、 大 き な も の 
は まず 縫い 合わ せ て その 上 に 補強 用 の 布 か 皮 を 樹脂 で 張り 付け 、 さ ら に 裂け 止め の 縫 い 合わ せ 
を や り 、 漏 れ 止 め の 樹 脂 を 塗る 必要 が ある 。 

これ ら の 樹脂 は 、 後 の 本 修理 の 時 に 場所 を 見 つけ や すい よう に 赤く 着色 され て いる こと が 多い 
の だ が 、 こ れ を 塗ら れ て 修理 され た 飛行 船 の 気 癌 は まる で 傷口 か ら 箇 が に じん で いる よう に 見 
そる と 言う 。 そ の た め に 戦い に 破れ 、 墜 落し つつ ある 飛行 船 の 姿 は 壮絶 な ちの と な る 。 

歪み 、 所 々 潰れ た 気 閉 に は 一 面 に 赤い し み が 現 れ 、 と ころ に よっ て は 血 細 の よう に 流れ 付着 し 
まる で 巨大 な クジ ラ の 断末魔 の 様 に 見 える と 言わ れ て いる 。 


気 表 の 下部 に は 気 異 の ほぼ 全長 に 及ぶ フレ ー ム が ある 。 こ れ は 、 熱 空気 を 抜い た 状態 で も 必要 
最低 限 の 気 奏 の 形 を 維持 する た め の も の で 、 熱 空気 口 の 形 を 保つ た め と 前 後方 向 に 気 組 が 折れ 
て し まわ な いよ うに する た め 、 前 後 の 狭まっ た 桶 子 形 を し て いる 。 

この フレ ー ム は 、 気 衰 内 部 に 設置 され る こと が 多い た め 、 通 常 の 飛行 船 で は 見 える こと は な い 
が 、 後 述 す る グラ デカ ヘッ ジホ ー グ (イシ ュ タ カル 生産 ) 型 の 飛行 船 で は 見 る こと が で きる 。 


また .、 こ の フレ ー ム は . クニ ッ カ ル の 重量 を 直接 受け る 構造 と な っ て いる こと が 多く . 大 き な 
力 を 受け る た め 、 木 板 を 組み 合わ せ た 中 空 の フレ ー ム を 鋼 の 線 で 補強 する 構造 を と っ て いる 。 
この フレ ー ム の 下部 に クニ ッ カ ル が 下げ られ る の だ が 、 そ の 方 法 に も 、 線 や ロー プ で 吊り 下げ 
る 吊り 下げ 方 式 や 、 気 衰 下部 フレ ー ム と クニ ッ カ ル を 木製 の 中 空 フ レー ム で 接続 し 、 鋼 の 線 で 
補強 し て トラ ス 構 造 の 大 型 フ レー ム の 形 に する 、 ト ラス フレ ー ム 方 式 な ど が ある 。 

クニ ッ カ ル を 刷り 下げ る 方 式 は 鋼 の 使用 量 が 少な く て すみ 、 建 造 が 簡単 な こと が 長所 で ある が 
突風 や 接触 、 衝 突 と いう よう な 大 き な 力 を 受け た 場合 、 破 寺 さ れ や すい と いう 短所 が ある 。 
これ に 対し て トラ スフレ ー ム 方 式 は 頑丈 で 、 突 風 や 接触 ・ 衝 突 と いっ た 戦闘 時 の 大 き な 力 に も 
内 え 、 熱 空気 を 抜い た 状態 で も 主要 部 分 の 変形 は まっ た く な いと いう 特長 が ある 。 し か し 、 そ 
の 反面 、 鋼 を 使う た め 建 造 に 手間 が か か り 、 大 型 化す る と 重量 が 増し て 性 能 が 落ち る と いっ た 
短所 が ある 。 

この た め 、 吊 り 下 げ 方 式 が 小型 か ら 超 大 型 ま で 広く 使用 され て いる の に 対し て 、 ト ラス フレ ー 
ム 方 式 は 中 型 か ら や や 大 型 の 重 武 装 の 強力 な 攻撃 用 飛行 船 (グラ デカ ヘッ ジホ ー グ ) に 限ら れ 
て いる 。 


TOSHDA 








クニ ッ カ ル は 飛行 船 の 心臓 部 で あ 
り 、 動 力 ・ 熱 気 釜 ・ 武 器 ・ 燃 料 ・ 
食料 ・ 貨 物 な ど を 狭い 空間 に 効率 
よく 配置 格納 し な けれ ば な ら な い 
NW た め 、 ど の 船 で も 構造 は よく 似 た 
『/ も の に な っ て いる 。 ク ニッ カル の 
外形 は 多く の 場合 水面 を 行く 船 と 
MICO の 
これ は 森林 地帯 な ど で は 飛行 船 の 
着地 で きる 場所 が 川 や 潤 の 水面 し 
か な い 場 合 が 多い こと に よる 。 
また .、 水面 上 は 乱気流 が 少な く 着 水 操作 
> が 簡単 な た め 、 水 面 が 敬 れ て いな いか ぎ 
ーー り 平 地 が あっ て も 水面 へ 降ろ うす こと が 日 
常 的 に な っ て いる 。 
クニ ッ カ ル は 船 と 同様 に 本 で 作ら れ て いる が 、 船 に 比べ れ ば 遥か に 軽く 薄く 作ら れ 通 常 防水 構 
造 と な っ て いる 。 
クニ ッ カ ル の 中 履 に は 、 熱 空気 発生 用 の 熱気 釜 が 据え られ . 甲板 か ら 気 異 ま で を つなぐ よう に 
立っ て いる 。 
甲板 の 逢 側 や 前 方 に は 、 戦 闘 用 の 富 砲 や 投石 器 な どの 兵器 が 並び 、 熱 気 釜 近 く の 雨 を 受け な い 
よう に 仕切 られ た 場所 に は 燃料 の 木炭 が 積み 上 げ ら れ て いる 。 
























内 部 へ 降り て いく と 天井 か ら 熱 気 釜 の 下 半 分 が 突き 出し 、 床 近く まで 下がっ て いる 。 

熱気 釜 の 前 後に は 送風 器 と 灰 出口 が あり 、 こ の 一 角 は 石綿 を 塗っ た 板 で 仕切 られ て いる 。 熱気 
釜 の 左右 に は 前 後に 長い 走路 が あり 、 動 力 用 動物 が ゆっ くり と 歩い て いく 。 走 路 に 沿っ て 何 本 
も の 柱 が あり 、 床 と 天井 を 結ん で いる 。 

この 柱 に は 消 車 が 取り 付け られ 貴重 な 銅 で 作ら れ た 鎖 が 消 車 に 沿っ て 流れ て 行く 。 鎖 に は 何 本 
も の ロー プ が 取り 付け られ 、 そ の ロー プ に は 動力 用 の 動物 が 繋が れ て いる 。 動物 た ち は 鎖 を 引 
き な が と 走路 に 沿っ て 前 後に 長い 長 円 を 描く よう に 歩い て ⑩ く 。 

この 鎖 の 流れ が 走路 の 後 端 に ある 消 車 を 動か し 、 動 力 と し て 取り 出さ れ 、 甲 板 上 の 変速 機 を 通 
し て 後方 へ 送ら れ 、 プ ロペ ラ を 回 し て いる 

この 走路 が ク ニッ カル 内 で 最も 大 きか 場所 を 占め て いる の で 、 人 間 に 関す る スペ ー HK 
カル の 前 後 へ と 押し 込ま れ て いる 。 

クニ ッ カ ル 前 端 は 航行 士 室 で その 後方 は 兵器 武器 の 倉庫 と を な っ て いる 。 ま た 、 ク ニッ カル 後 端 
に は 食料 庫 が あり 、 そ の 前 方 が 機関 ・ 熱 気 釜 関係 の 倉庫 と な っ て いる 。 

水 や 燃料 は 床下 に 入れ られ て お り 、 乗 員 の た め の ス ペー ス は 基本 的 に 存在 し な い 。 長 期 の 飛行 
で は 乗員 は 走路 の 脇 や 床下 の 空き スペ ー ス で 寝る こと に な る 。 

航行 士 の 他 に 室 ら ちら し いも の を 持っ て いる の は いな い 。 

これ ら の 配置 は 大 型 の 輸送 用 飛行 船 以外 で は ほとん どの 船 で 同じ 構成 と な っ て いる が 、 ク ニッ 
カル の 寸法 ・ 構 造 に 工夫 を 凝ら し 走路 甲板 の 上 か 下 に も う 一 層 甲 板 を 設け る と か 、 走 路 甲 板 を 
上 下 2 層 に する な ど し て 、 性 能 向上 を 図っ た りす る こと は 普通 に 行わ れ て お り 、 こ の 程度 相違 


は 各 船 に 見 られ る も の で ある 。 
クニ ッ カ ル 中 央 部 に 据え られ た 熱気 釜 は 、 飛 行 船 を 空中 へ と 持ち 上 げ る 原動力 で 、 飛 行 船 の 最 
も 重要 な 装備 で ある 。 


この 熱気 人 壮 は シュ マイ ル 型 と 呼ば れる 物 で 、 最 初 に 考案 し た 人 物 の 名 を 取っ て 名 づけ られ た 。 
軽量 小型 ・ 高 効率 大 熱量 の この 熱気 泡 が な けれ ば 「JOSHUA」 大 陸 に 彼 の 高 性 能 の 飛行 船 
は 無かっ た で あろ う 。 

この 熱気 釜 の 特長 は 、 動 物 又 は 人 力 に よる 綴 制 送風 を 行い 燃料 を 完全 燃焼 させ る こと で これ 以 
前 の 黒 煙 を あげ て 燃料 を 浪費 する 熱気 釜 に 比べ て 、 少 量 の 熱量 で 同 量 の 熱 空気 を 発生 する こと 
GE 

また 、 弾 制 送風 に よっ て 排気 筒 を 気 旨 内 部 まで 導く こと が で きる よう に な っ た た め 気 坦 下 部 の 
すでに 暖まっ た 空気 を 再 加熱 で き 、 以 前 の 熱気 釜 の 様 に 冷た い 外 気 を 加熱 する 無駄 が な く な り 
同じ 量 の 燃料 で 毅 か に 大 き な 浮 力 を 発生 する こと が で きる よう に な っ た 。 

外形 に つい て も 全体 が 細長 い 円 筒 形 の た め 甲 板 の 面積 が 少な く て すみ 、 熱 気 釜 両側 を 走路 に 使 
用 で きる よう に な っ た た め 、 前 後に 長い 走路 が 作れ る よう に な り 、 動 力 用 動物 の 数 を 増し て も 
な お 、 空 気 抵抗 を 減ら すこ と が で きる な ど 多 く の 長 所 を 有 し て いる 。 

この すぐ れ た 熱気 仁 に も 色 点 は ある 。 燃 焼 が 不安 定 に な る と 急 に 黒 煙 を 吐く こと で 、 熱 気 釜 の 
火入れ 時 や 熱 出力 を 急 に 上 下さ せ た 場 合 に 発生 する こと が ある 。 

その た め 、 一 時 的 に 黒 煙 を 逃がす 煙突 が 付け られ て お り 、 シ ュ マ イル 型 熱気 釜 装備 の 飛行 船 の 
特徴 と も な っ て いる 。 


飛行 船 の 指揮 は 、 熱 気 釜 後方 の 甲板 で 行わ れる 。 こ こ は 、 走 路 甲 板 か ら 上 げ ら れ た 動力 シャ フ 
ト が 変速 機 へ と 入っ て いる 所 で 、 前 方 に は 熱気 釜 群 、 足 元 に 動力 シャ フト 、 後 方 に プロ ペラ と 
能 が 見 える 場所 で ある 。 

ここ に 水平 能 ・ 垂 直 能 の 2 つの 能 の 能 輪 が 設け られ て お り 、 航 行 士 が 各部 へ と 指令 を 出す の で 
ある 。「 風 を よむ 男 」 の 本 領 発揮 で ある 。 

こう し て 飛行 船 は 航行 士 の 命令 の まま に 生き 物 の よう に 自由 に 空 を 行く の で ある 。 


この よう に 、 飛 行 船 は これ まで この 世界 に 存在 し た 他 の 機械 と は 、 ま っ た く 異 な る 優れ た 能 
を 発揮 する も の で ある が 、 特 に 戦場 に お いて 兵器 と し て 使用 され た 場合 その 威力 は 他 の 兵器 と 
は 隔絶 し た も の で あっ た 。 

戦場 で 、 攻 撃 や 妨害 を 受け る こと な く 自 由 に 移動 し 、 ど こ に で も 攻撃 を か けら れる 能力 は 飛行 
船 だ け の も の で あり 、 た だ 一 隻 の 飛行 船 が 劣勢 を は ね か え し 、 勝 利 を も た ら す こと も 珍し く は 
な い の だ 。 


大 型 飛行 船 が 戦場 に 投入 され る よう に な る と 、 戦争 の 形 が 変わ り は じ め た 。 

飛行 船 を 持つ 側 は 、 そ の 能力 を 最大 限 に 利用 する 方 法 を 考え 出し 、 兵 力 の 集中 し た 所 や 軍団 の 
中 枢 を 爆撃 し 、 陣 形 が 崩れ 、 弱 体 化し た 部 分 に 兵力 を 集中 し て 敵 を 短 時 間 で 一 気 に 撃 破 する 戦 
法 を と り は じ め た 。 

飛行 船 を 持た な い 側 は 、 兵 力 の 拡散 ・ 集 合 を 繰り 返し 、 陣 形 を 常に 考え な が ら 大 規模 な 接近 戦 
を 長 時 間 戦 うこ と で 飛行 船 を 無力 化し よう と する 戦法 を と る よう に な っ た 。 

これ ら は 、 い ずれ も これ まで の 戦争 で 行わ れ た こと の な い 戦 法 で 飛行 船 の 存在 を 前 提 と し た 新 
し い 戦 い の 形 と いえ る 。 

飛行 船 は 、 戦 場 で 決定 的 な 力 を 持つ ゆえ に 、 戦 争 の 形 を 変え て いっ た が 、 戦 争 は 諸国 の 運命 を 
大 きく 左右 する 大 き な 力 で も ある 。 飛 行 船 の 登場 に よっ て 戦争 の 形 が 大 きく 変化 し た 時 、 飛 行 
船 は 諸国 間 の 政治 、 そ し て 力 関係 の 切り 礼 と な っ た の で ある 。 


こう し て 諸国 は 、 飛 行 船 を 建造 する た め に ム ノ イ を 捕獲 し 、 鉄 を 集め 英 大 な 資金 と 資材 を 投じ 
つづ け て いる の で ある 。 

ジョ シュ ア の 大 地 が 作り 出し た 巨大 な 兵器 群 。 

その 頂点 に ある 力 の 象徴 と も 言え る 究極 の 兵器 ・ 飛 行 船 、 そ れ は この 地 に 生き た 人 々 の 知識 と 
富 と 野望 と 、 そ し て 、 血 の 象徴 な の で ある 。 


@ バ ルト アン クチ ャ ー ( 攻 城 ハン マー ) 


バル ト ア ンク チャ ー は 、 非 常に 強固 な 防壁 を 短い 時 間 で 打ち や ぶる こと の 
で きる 数 少な い 兵 器 の 一 つ で ある 。 

攻 城 兵器 の 代表 的 な も の で 、 こ の 他 に も バル ト ザ ウ バ ー、 ク ラン テ ユ ベッ サ 、 
アト モス ディ ン ガ ッ セ 等 が ある 。 

これ ら は 耐久 力 が 非常 に 高く . 接近 し て の 破壊 力 は 相当 な も の で ある 。 し か し . 
方 向 を 迅速 に 変え る こと が 難し く 破 壊 で きる 範囲 は 小さ いた め 、 主 に 金属 や 分 厚 
い 木 材 で 強固 に 固め られ た 城門 を 破 玩 する た め に 使用 され て いる 。 

破砕 兵器 に よる 城 攻 め は 、 長 時 間 の 持久 戦 の 多い 城 攻 め の 中 で 、 視 覚 的 に も 非常 
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それ は 、 強 固 な 城門 が た と え 一 撃 目 を 持ち こたえ た と し て も 、 数 撃 の 内 に は 破壊 
され て し まう た めで 、 攻 城 兵器 が 城門 に 取り 付い て か ら そ れ ら を 終え る の に 要 す 
る 時 間 は 、 わ ず か に 数 十分 で し か な いか ら で あ る 。 






バル ト ア ンク チャ ー に よる 攻撃 は 、 他 の 攻 城 兵器 同様 、 城 門 や 城壁 まで の 平坦 な 
道 を 作る こと か ら 始 まる 。 

この 道 は 、 兵 の 血 と 肉 で 作ら れ て いる と 言っ て も よい ほど の 犠牲 を 出し て 作ら れ 
る 。 こ の 道 が な けれ ば 、 ほ と ん どの 攻 城 兵器 は その 力 を 発揮 で き な い の だ 。 

道 が 城 に 届く と 、 そ れ ま で 城 側 の 容 念 の 射程 外 に 待機 し て いた バル ト ア ンク チャ 
ー が 動き は じ め る 。 

この 動力 は 台車 上 の 青銅 や 生 皮 で 天 わ れ た 小屋 に 収容 され た 動物 を 用 いる も の で ある 。 
これ ら の 兵器 は 当然 の よう に 動き が 鈍く 、 途 中 の 地形 に よっ て 待機 地域 か ら 城 へ 取り 付く まで 
に 半日 以上 も 費やす こと が ある 。 

この 間 、 攻 城 兵器 に は 城 か ら 徹底 的 な 攻撃 が 加え られ る 。 中 で も バル ト ア ンク チャ ー は 高い 橋 
と その 威力 が 知ら れ て いる こと も あっ て 、 と り わ け 激 し い 攻 撃 を 受け る こと が 多い 。 そ れ ら の 
攻撃 に 耐え 抜い て 城門 へ 取り 付い た バル ト ア ンク チャ ー の 周辺 に は 、 味 方 の 部 隊 が 集結 し は じ 
め 、 城 内 へ の 突入 に 備え る の で ある 。 

また 、 城 側 も 防衛 の た め に 部 隊 を 集結 させ 、 両 軍 注 所 の 中 バル ト ア ンク チャ ー は 城 と の 戦い を 
は じ め る の で ある 。 








@⑯ ザ ウ バ ー (戦車 ) 


替 砲 を 始め と する 各種 の 強力 な 攻撃 兵器 と 、 動 物 を 動力 と する 厚い 装甲 で 堅め られ た 車輌 の 融 
合 、 そ れ が 究極 の 野戦 兵器 「 ヘ ルム ザウ バー」、「 マ ルディ アザ ウ バ ー 」 で ある 。 

ザウ バー (戦車 ) は 夫 砲 戦車 、 火 突 戦車 な どの いく つか の 種類 が 存在 する が 、 そ の 構造 は 基本 
的 に は 同じ で 装備 する 兵器 と 装甲 に よっ て 分 類 さ れ て いる 。 

構造 は 四 輪 また は 六 輪 の 車輪 の つい た 台車 を 装 忠 で 囲み 、 そ の 内 部 に 操作 員 、 動力 用 動物 を 収 
め 、 内 部 また は 上 部 甲板 に 兵器 を 搭載 し て いる 。 

動力 は 内 部 で 車輪 に 伝え る 方 式 を と る た め 兵 器 や 戦闘 中 を 除け ば 人 も 動物 も 機械 装置 も 一 切 外 
部 に 露出 する こと も な く 、 装 甲 を 破 ら れ な いか ぎり 兵士 や 動物 に は 被害 が め 

及ぶ らら は ば ない 

中 で も 、 敵 兵器 の 厚い 装甲 を 貫通 する こと の で きる 強力 な 号 促 を < 遍 
搭載 し た マル ディ アザ ウ バ ー ( 起 砲 戦車 ) は 野戦 兵器 の 主力 と し 重 
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この 装甲 は 木材 を 主として 青銅 を 補強 に 用 いる 型式 で こう し た 
大 型 兵 器 一 般 に 用 いら れる も の で ある が 、 生 砲 戦車 の 場合 限ら れ た 
資材 と 重量 の 中 で より 厚み を 増す た め に 、 場 所 に よっ て 装甲 の 厚 さ を 
変え て いる 。 

厚 さ を 増し て いる の は 前 面 、 側 面 の 装甲 板 で 減 し て いる の が 底面 、 後 面 、 上 面 で あや る 。 さ ちら に 
前 面 に は 資材 が あれ ば 木材 の 上 に 青銅 板 を 装着 し て 一 層 強 固 な 装甲 と する 場合 わあ る 。 こ れ は 
・ 敵陣 へ の 突撃 を 行なっ た 場合 な ど 、 至近 距離 で 前 面 へ 集中 攻撃 を 受け る こと へ の 対策 で 次 々 に 
太 矢 な ど が 命中 する た め 、 着 弾 に より 木 の 装甲 が 削り 取ら れ 、 弱 く な っ た 部 分 を 貫通 され る の 
を 防ぐ た めで 、 ザ ウ バ ー (戦車 ) の 受け る 攻撃 の 激 し さ を 象徴 し て いる と 言え る 。 

これ と は 対象 的 な の が ヘル ム ザ ウ バ ー (火炎 戦車 ) の 装甲 で 、 こ の 装甲 は 敵 か ら の 攻撃 より も 
自ら の 放っ た 火炎 か ら 身 を 守る た め に 装着 され て いる と 言え る 。 





ヘル ム ザ ウ バ ー (火炎 戦車 ) は 火炎 兵 、 火 炎 砲 と 発展 し て きた 火 補 兵 器 の 究極 の 姿 で あっ て 
内 部 に 大 量 の 油 を 貯え ポン プ の 圧力 で 火炎 と し て 吹き 出し 敵 を 焼き 払い な が ら 前 進 する 兵器 で 
ある 。 

火炎 に 対す る 備え を 持た な い 兵士 や 兵器 に は まっ た く 対 抗 する 術 の な い 悪 魔 の よう な 兵器 で あ 
る が 、 戦 い を 続け る た め に は 燃え て いる 敵 の 残骸 を 乗り 越え て 前 進 し な けれ ば な ら な いた め 
車体 全体 を 厚い 石綿 を 装着 し た 装甲 で 覆っ て いる 。 

この 装甲 は 石綿 だ け で 作ら れ て いる わけ で は な く 、 登 砲 な どの 攻撃 に も 陣 え る よう に 、 木 材 や ・ 
青銅 板 な ど が 重ね られ て いる が 、 火 炎 の 熱 を 内 部 に 伝え を な いこ と を 第 一 に し て 作ら れ て いる た 
め 、 ザ ウ バ ー (戦車 ) の も の ほど 頑 近 で は な い 。 

こう し た 工夫 を こら し て 、 火 炎 の 中 を 進撃 する ヘル ム ザ ウ バ ー (火炎 戦車 ) も また 究極 の 野戦 
其 器 と 呼べ る だ ろう 。 


この よう な ザウ バー (戦車 ) は 軍団 の 主力 と し て 非常 な 威力 を 発揮 する が 、 同 時 に こう し た 大 
型 兵器 特有 の 騙 点 を 共有 し て いる た め 、 そ の 作戦 、 指 揮 に は 優れ た 判断 を 必要 と する 。 ザ ウ バ 
ー (戦車 ) の 弱点 は 速度 が 遅い こと 、 小 回 り が きか な いこ と な ど が ある が 、 な に より も を 平地 以 
外 で の 作戦 行動 に 弱い と いう こと が あげ られ る 。 

荒地 や 湿地 へ 入り 込ん で 動き が 鈍く な り 、 作 戦 で 子 定 され た 移動 が で きず 無用 の 戦力 と な っ て 
し まう こと や 、 平 地 を 移動 する た め に 敵 に 行動 を 予測 され 逃げ りら れ て し まう こと な ど が あり 、 
ザウ バー (戦車 ) を 有効 に 使用 する た め に は 地形 と 敵 情 、 自 軍 の 配置 を 的 確 に 把握 し て 作戦 を 
立て る こと か 必要 で 、 指 揮 官 の 能力 に 大 きく 依存 し て いる と 言え る だ ろう 。 


ザウ バー (戦車 ) に よる 戦い は 戦局 の 各 場面 で も あり える が 、 そ の 威力 が 最も 発揮 され る の は 、 
敵 の 防御 線 を 崩す た め の 戦 い だ ろ う 。 

この 戦い は 平地 で の 歩兵 や 小型 ・ 中 型 兵器 を 用 いた 戦闘 が 自軍 の 勝利 に 終っ た 所 か ら 始 まる 。 
英軍 は 急速 に 後退 し 、 後 方 に 控え た 高台 の 息 砲 陣地 を 中 心 に 強力 な 防御 線 を 作り 始め る 。 替 砲 
に 援護 され た 英 部 隊 に 対し て 、 味 方 折 砲 の 射程 外 へ 出 て し まっ た 自軍 攻撃 部 隊 の 不利 は 決定 的 
で あり 、 一 度 は 破っ た 敵 で ある に も か か わら ず ま っ た く 攻 め 込 むこ と が で き な い 。 


こう し た 状態 を 放置 すれ ば 敵 は 戦力 を 盛り 返し 、 攻 め る 自軍 の スキ を 突い て 攻撃 に 転じ る こと 
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この 防御 線 前 方 に マル ディ アザ ウ バ ー ( 容 砲 戦車 ) 、 後 方 に ヘル ム ザ ウ バ ー (火炎 戦車 ) の 隊 
形 で 前 進 を 始め る 。 

マル ディ アザ ウ バ ー ( 息 砲 戦車 ) が 敵 号 砲 の 射程 距離 に 入っ た 時 点 で 戦闘 は 始ま り 、 マ ルディ ュ 
アザ ウ バ ー ( 窟 砲 戦車 ) は 高台 の 敵 号 砲 陣地 を 連射 し な が ら 前 進 す る 。 敵 容 砲 も マル ディ アザ 
ウ バ ー ( 砲 戦車 ) に 攻撃 を 集中 し 、 激 烈 な 砲撃 戦 と な る 。 

マル ディ アザ ウ バ ー ( 管 砲戦 車 ) に は 数 十 本 の 太 矢 が 命中 し 、 あ る も の は 突き 刺さ り 、 あ る も 
の は 装甲 を 削り 取っ て は ね か えさ れ 、 最 も 激しい 攻撃 を 受け る 前 面 で は 青銅 板 で さえ 歪み 穴 が 
開き 、 め くれ 返っ て 垂れ 下がっ て いる 。 

し か し それ で も マル ディ アザ ウ バ ー ( 牧 砲 戦車 ) の 前 進 は 止ま る こと は な い 。 

こう し て マル ディ アザ ウ バ ー ( 裁 砲 戦車 ) が 攻撃 を 引き 付け て いる 間 に 、 写 砲 の 攻撃 か ら 解放 
され た 歩兵 は 敵陣 へ の 突撃 を 繰り 返し 敵 軍 を 押し 込み 始め る 。 

マル ディ アザ ウ バ ー ( 管 砲 戦車 ) と 歩兵 が 敵 を 牽制 し て いる 間 に 、 ヘ ルム ザウ バー (火炎 ザウ 
バー (戦車 ) ) は 防御 線 に 接近 し て ゆく 。 

ヘル ム ザ ウ バ ー ( 火 補 戦車 ) の 接近 する 地点 は 登 礼 陣地 の ある 高台 で は な く 歩 兵 な ど が 堅め る 
平地 の 防御 線 で ある 。 

自軍 前 面 に 出 た ヘル ム ザ ウ バ ー ( 火 炎 戦車 ) は 敵 軍 を 焼き 払い な が ら 前 進 し 、 歩 兵 突入 の 突破 
日 を 作る た め 戦 闘 を 続け る 。 

この ころ 、 高 台 へ 接近 し た マル ディ アザ ウ バ ー ( 窟 砲 戦車 ) と 英博 砲 陣 地 の 間 で は 、 壮 絶 な 打 
ち 合 い が 続 いて いる 。 

マル ディ アザ ウ バ ー ( 塚 砲 戦車 ) も いく つか の 琴 砲 は 破壊 され て 、 か な り の 被害 を 受け て いる 
が 、 敵 衝 砲 陣地 で も 防壁 は 崩れ 、 い くつ か の 明 砲 は 破壊 され て 劣勢 は 明か と な っ て いる 。 


し か し 宇 砲 部 隊 は 後 へ 引く こと は な く 射 撃 を 続け て いる 。 マ ルディ アザ ウ バ ー ( 稚 砲 戦車 ) は 
さら に 前 進 し 、 残 っ た 敵 富 砲 へ 攻撃 を 集中 し て ゆく 。 

も は や 窟 砲 陣地 が 落ち る の は 時 間 の 問題 だ が 、 防 御 線 後方 で 行なわ れ て いる 部 隊 再 編成 の た め 
の 時 間 を 稼ぐ た め に 兵士 は 戦い 続け て いる の だ 。 

ここ で 後方 部 隊 の 再編 が 行なわ れ て し まえ ば 英 大 な 犠牲 出し て ここ まで 攻め 込ん だ 意味 が な 
く な っ て し まう の で ある 。 

指揮 官 は 、 マ ルディ アザ ウ バ ー ( 家 砲 戦車 ) の 後方 に いる ヘル ム ザ ウ バ ー ( 火 戦 車 ) を 突入 
させ る 。 

ヘル ム ザ ウ バ ー (火炎 戦車 ) は 高台 の 前 に 立ち 塞がる 敵 部 隊 を 焼き 払い な が ら 前 進 し 、 や が て 
高 全 の 下 ま で た どり 着く 。 

ヘル ム ザ ウ バ ー (火炎 戦車 ) に は 2 本 、3 本 と 太 矢 が 命中 する が 、 マ ルディ アザ ウ バ ー ( 写 砲 
戦車 ) に 牽制 され て 全力 で は 攻撃 で き な い の だ 。 

この 時 ヘル ム ザ ウ バ ー (火炎 戦車 ) の 全 火 炎 砲 が 一 斉 に 火 を 吹く 。 高 台 全体 が た いま つの よう 
に 燃え 上 り 、 珍 砲 陣地 か ら の 攻撃 は 止ま っ た 。 

英 の 防御 線 は 総 月 れ と な り 、 ザ ウ バ ー (戦車 ) の 横 を 擦り 抜け て 騎兵 が 突入 し て 行く 。 

ザウ バー (戦車 ) 部 隊 は 敵 の 最期 の 反撃 に 備 と を て ゆっ くり と 前 進 を は じ め た 。 


一 容 砲 に 使用 され る 矢 








飛 矢 は 幅 が 広い た め に 、 普 通 の 起 砲 で は 発射 で き な い 。 対 空 喪 砲 は こう し た 特殊 な 矢 を 発射 す 
る た め の 特 別 な 起 砲 で ある 。 


一 長剣 兵 1 一 1 長 合 


刻み 目 の 入 っ た 刃 身 





< と ン JHWNNWIIWII 衣 WW 





@ 青銅 製 の 剣 は 、 い か に 長剣 で も あっ て も 、 消 耗 品 で し か な か っ た 。 














@ あ まり 切る こと の な い 妨 身 の 根 本 近く に は 刃 を つけ ず 、 
に ぎり や すい 形 に 加工 し て 、 剣 を あつ か いや すく し た 


形 の 物 も あっ た 。 






@ 凡 に つけ た 刻み 目 の 荒 さ に は 、 い ろ い ろ な 種類 が あっ た 。 
切り 込む 装 忠 の 厚 さ に 合わ せ て 剣 を 変え る 方 法 も あっ た が 、 
多く の 場合 、 自 分 の 技 に 合っ た 荒さ の も の を 二 種 類 選び 、 
それ を 両刃 の 剣 の 左右 に 刻ん で いた 。 


馬 長 剣 兵 1-2 甲 表 





念 薄 板 を 重ね 合わ せ た 部 分 





JOSHDA 






信忠 青 の 装飾 に は 、 た だ 見 た 目 が よい と いう だ け で は な く 、 実 用 的 な 用 途 も あっ た 。 
それ は 、 装 甲 の つなぎ 目 を か くし 、 補 強 す る こと で 弱点 を へ ら す こと で 、 厚 板 で 甲 表 全 体 を 作 
る こと が で き な い 当時 で は 、 重 要 な こと で あっ た 。 


久 普 通 の 重ね 合わ せ 装 甲板 
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大 公国 アレ ュ メ ニア と 宿敵 イシ ュ タ カル は アバ ・ シ デス より 南西 17 00Km に あり 、 始 祖国 
直系 の タ シ ュ バ ー ン は イシ ュ タ カル の 東方 に 位置 し て いた 。 

「 大 半島 」 全域 に 勢力 を 持ち 始め た イシ ュ ク カル は 対岸 に 位置 する 大 公国 アレ ュ メ ニア に と っ 
て 田 威 と な りつ つ あ っ た 。 

その ころ 、 タ シュ バー ン と 大 公国 アレ シュ メニ ア は 貴族 の 令嬢 フロ リア ン と 大 公国 の 時 太子 フー 
リッ ク ・ ナ ティ ル ブ と の 約 に より 、 よ り 一 層 の 友好 関係 が 築 か れ ね て いた 。 

し か し その 後 タ シレ ュ バー ン は イシ ュ タ カル に より 格好 の 餌食 と な る の で あっ た 。 

アシ ュ メ ニア と イシ ュ タ カル 両国 は ジュ アム 川 流域 に 広がる 河川 敷 を その 国境 と し て いた 。 
内 陸 は ポア テム ス 山 脈 が 険しく 、 始 祖国 勤 興 の 頃 よ り 山 岳 地 帯 を 掌 し 、 永 くそ の 地 に 住む アト 
ゥ ー ル の 民 な くし て 山 策 地帯 の 通行 は 不可 能 で あっ た 。 

し か し その 伝説 の 民 ア トゥ ー ル も 今 で は 人 の 目 に 触れ る こと も 少な く 人 の 記憶 の 彼方 に 消え 去 
2 の だ CU だ 





島 登 場 国名 

722 還 | 
イシ ュ タ カル 告 国 
タ シ ュ バ ー ン 王国 


食 登 場 部 族 
タッ シュ 族 
ゴー マ 族 
アト ッ ゥ ー ル 族 


亀 位 置 関係 

大 半島 に イシ ュ タ カル が あり 半島 の 根本 に ジュ アム 川 の 流域 が 広がる 。 

源流 は ボア テム ス に あり 、 流 域 に ひろ が る 湿原 に は 屈強 な イシ ュ タ カル の 兵 が 守る 国境 線 防衛 
の 震 が ある 。 

海 は 多 島 海 の 故 、 海 流 が 激しく 内 海 に し て も 航行 は 非常 に 困難 で ある 。 

タ シ ュ バ ー ン は ポア テム ス 山 脈 の 奥深 く 位 置 し 広大 な 盆地 に その 都 を 置い て いた 。 

アト ゥ ー ル の 民 は 山脈 の どこ か に 部 落 を 作っ て いる と 言わ れる が その 里 を 見 た も の は な い 。 
アシ ュ メ ニア の 首都 マル ドゥ ク は 、 敵 国 の 都 イ シュ タル に 対 財 す る が ご と く 位 置 し て いた 。 


供 都 市 ・ 地 名 
アシ ョ メス ョ ア の 眉 都 | マル ドゥ ク 
イシ ュ タ カル の 首都 イシ ュ タ ル 
7 の ea DDESOO 昌 ドゥー ク / 
9225 の 3 用 

ポア テム ス 山 須 

トポス 砂 漢 

シク 川 











名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


フー リッ ク ・ ナ ティ ル ブ 

2 8 オ 

男 

高貴 

タ エ ル グ ・ ナ ティ ル ブ 3 世 の 長子 、 大 公国 アレ シュ メニ ア の 星 太子 


AU 20 51002020 


み 出 紗 

女 

可憐 

タ シ ュ バ ー ン の 貴族 を 父 に も つ フ ー リ ッ ク ・ ナ ティ ル ブ の 端 約 者 


の 3 の (2 イオ LU 
0 


卑劣 
フー リッ ク の 宿 英 イシ ュ タ カル の 土 


氏 ア シュ メニ ア 大 公国 軍 


信 車 団長 








名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


ジ 702 

5 2 歳 

学 

熟 嵐 慎重 

歴戦 の 勇士 、 白髪 の 口 北 を は や し て いる 。 


回 ウツ 

49 歳 

男 

男 猛 果 敢 

精 憶 な 顔つき 、 代 々 家宝 と し て いる 界 が 似合う 。 


フォ ルリ ンド 

3 3 歳 

男 

専守 防衛 

フー リッ ク の 幼少 時 の 友 。 若 い が 立 派 な 武人 。 


ファ イム ス 

2 7 歳 

田 

電光 石 火 

フー リッ ク の 泡 少 時 の 友 。 正 義 感 の 強い 武人 。 


0 ク KR24 ろ の 

3 9 歳 

労 

電光 石 火 

歴戦 の 備 兵 隊長 。 ラ メド ン 出 身 。 








名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 


性 別 


スラ ー バ 

7 9 歳 

男 

男 猛 果敢 

アバ ・ シ デス の 戦い の 猛者 。 頭髪 は な い 。 


モネ ー ル 

2 9 歳 

男 

部 慮 慎重 

農村 部 の 志願 兵 か ら わ ず か の 間 に 昇 格 し た 。 知 性 派 で 童顔 。 


モグ (2 

43 歳 

男 

専守 防衛 

巨漢 で 赤ら顔 。 家 紋 の 人 っ た 胸 当 て を つけ て いる 。 


吉 放 バニ ク 

2 9 歳 

男 

論理 的 

クリ ー ム 色 の 牧師 風 の 長袖 の 上 着 を 着用 . 幅 に は ゴダール を し 
て いる 。 


前 セー ジ 


3 4 歳 

男 

情緒 的 

片 豚 の 技師 、 腰 に は ゴダール 級 。 卑劣 な レオ 王 の た め 妻 を T- く し 
(WS 


ルナ ン 
2 3 歳 
男 


4 論理 的 





帽子 を か ぶっ た 技師 。 長 身 の 美少年 。 


ッッ コ ク 

18 歳 

男 

電光 石 火 

猪突 猛進 型 。 戦い と な る や 人 が 変わ っ て し まう 。 箇 さ の 残る 優秀 
な 航行 士 。 


ルイ 

1 8 歳 

女 

男 猛 果 敢 

可愛 い 少女 戦士 。 兄 と と も に 航行 士 で あっ た 父 に 操縦 を 教わる 。 


シャ チ 

2 3 歳 

錠 

熟慮 慎重 

ベテラン 航行 士 。 長 髪 の 亡 人 。 髪 を 乱 さ な いた め ハ チマ キ の よう 
な も の を する 。 


キ に 

2 3 歳 

M み 

田 猛 果敢 

シャ チ と 同様 に 若い が ベテラン 。 白 い ヘ アバ ンド が よく 仏 合 う 。 





氏 イ シュ タカ ル 王 国軍 


@ 還 時 民 








名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 


SMEyr ク 

2 1 歳 

男 

電光 石 火 

「 ミ ラク ル ・ ミ ロッ ク 」 と 言わ れ た 空中 戦 の 天才 。 精 な 背 。 


デー ル 
2 7 歳 

男 

男 猛 果 敢 

細身 で 、 白 銀色 の 長い 髪 、 切 れ な が の 目 。 戦士 あがり 。 


クレ マイ オス 

3 8 歳 

男 

電光 石 火 

野生 派 の 豪傑 。 た え ず 酒 の 匂い を 京 ん 京 ん させ て いる 。 


だ たっ ト 
3 3 歳 

男 

熟慮 慎重 
片目 の 将軍 。 


前 ギ ロ 


4 1 歳 

男 

熟 族 慎 重 

小柄 で 、「 常 勝 の シン ポル 」 と いわ れる 大 型 の 剣 を 背中 に つけ て 
いる 。 








名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 


性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 


性 別 


特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


ビン ま ギー 

2 6 歳 

男 

専守 防衛 

微 征服 民族 の 出 。 抑圧 の 中 か ら 生 まれ た 憎悪 は すご い 。 


ーッ 

5 5 歳 

男 

専守 防衛 

鋭角 的 で 外 猫 さ の 見 える 顔立ち 。 や や 白髪 が 混じっ た 黒髪 。 や せ 
て いる 。 


ポッ フォ 

7 3 歳 

男 

電光 石 火 

頭頂 部 に 髪の毛 が な い 。 ほ り の 深い 顔 。 み ご と な 顎 ひ げ を た くわ 
えた 老 将 。 


形 有 が IE アグ シン 

ウ ョ 4 

男 

勇猛 果敢 

高級 官僚 あがり の よう な 感じ 。 冷 酷 さ で 右 に 出る も の は いな い 。 


2 

1 8 歳 

男 

電光 石 火 

技術 的 に は 超 一 級 の 優秀 な 航行 土 。 性 格 に 難 あ り 。 








名 前 


性 別 
性 格 
特徴 


ダノン 
3 3 歳 

学 

男 猛 果 政 

邊 征服 民族 の 出 。 巨漢 で 褐色 の 肌 。 左 豚 と 背中 に 刀 傷 が ある 。 


ポロ ン 

1 7 歳 

男 

男 猛 果 敢 

章 顔 で 可愛 い 顔 、 し か し 少し いじ わる な 子 。 


ワム 
2 3 歳 

男 

電光 石 火 

若い が ベテラン 。 す ば し っ こさ で は 天下 一 品 、 


HI シン 

4 5 歳 

男 

熟 上 慎 重 

片目 用 の 眼鏡 を か け て いる 。 ひ げ を は や し て いる 。 超 ベ テラ ン 。 
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大 王 ジ ゼウス の 死去 に 伴い 、 ル ー ジ ュ ア は 大 砂漠 タ ュ ー ト を は さん で 対 財 し て いた ソリ ダン に 
雌雄 を 決する 対決 を 迫 ら れ て いた 。 

王位 に つい た ヒー ト 王 子 は 陸軍 幼年 学校 か ら の 友 で あり 家 切 で ある 数 名 の 将軍 と と も に 900 
万 の ルー ジュ ア の 民 の 運命 を 託さ れ て いた 。 

その 将軍 達 の 戦略 た る や 大 人 顔負け の も の で あり 、 幼少 の 頃 よ り 父 や 兄 と と も に 戦場 を か け 巡 
っ た 経験 に 培 わ れ た も の で ある 。 

大 王 の 死去 に 伴い 、 そ れ ぞ れ の 父 は こと ご と く 痢 死 し 、 武人 の 守備 を 全う する 。 

また 、 彼 ら の 兄たち は ソリ ダン と の 度 重なる 戦闘 に お いて 戦死 し た 者 が 多かっ た 。 

圭子 ヒー ト に と っ て 5 歳 の 時 に " いい な づけ "と し て 舞踏 会 で 初め て 手 を つない だ ニー ナ は 男 
女 の 伸 と いう より 兄弟 同 様 で あっ た 。 








ジジ ダ / 





北 タ ュー ト 砂 漢 


倫 登 場 国名 
ルー ジュ ア 王 国 
ソリ ダン 王国 


人 @ 登 場 部 族 
タッ カー ト 族 
ミュ ー ト 族 
0 ッ ミー オ 族 


代位 置 関係 

大 砂漠 タク ュー ト に は 東 に ソム ラ 、 西 に リム ラ の 丘陵 が 広がる 。 両 丘陵 と も 砂漠 の 真っ 只 中 に あ 
る に も か か わら ず 、 そ の 土地 は 肥 沢 で 動植物 の 宝庫 で あっ た 。 

共に な だ ら か な 村 線 に 沿い 、 夏 に お いて も その 頂 に 震 壁 を 残す と 斉 わ れる 高山 を 有 し て いる 。 
砂漠 に あっ て も 豊 坪 な 水量 を 得 て い る の は 、 そ の 雪解け 水 に 負う と ころ が 多かっ た 。 

農政 学 上 、 軍 事 上 、 共 に 両国 に と っ て 捨て 難い 領地 で は あっ た 。 当 然 の こと な が ら 国 境線 防衛 
の 上 問 が ある 。 

ソリ ダン は 北 タ ュー ト 砂 漠 奥 深く に 位置 し 広大 な オア シス に その 都 を 置い て いた 。 

タ ュ ー ト 砂漠 は ソム ラ 、 リ ムラ の 丘陵 の 酸 線 を 境 に ソリ ダン 側 を 北 、 ル ー ジ ュ ア 側 を 南 と 称し 
着 北 タ ュ ー ト に は ヌス ンカ オア ジス を 代表 に いく つか の オア シス が 点 在 じ て いた 

ルー ジュ ア は 南西 の 山脈 の 切れ 目 の 肥 湊 な 大 地 に その 痛 都 ルビ ー ニ を 置い て いた 。 

ヌ バ バ イ 山 脈 の 麓 に 、 静 寂 の 中 に その 存在 感 を 強調 する が ご と くど こま で も 蒼く 透明 な 洋 ラ シ 
ュー カ が あっ た 。 

シュ ガル 川 は ヌ バ バ イ の 山麓 か ら 湧 き 出 て 、 ラ シュ ー カ 測 に 注ぐ 。 

湖 の 東 に は 広大 な チチ 砂漠 が ある 。 


人 都市 ・ 地 名 

ルー ジュ ア の 自 都 ルビー ニ 
ソリ ダン の 都 ソ ダ ム 
ソム ラ 丘 陵 

リム ラ 丘 陵 

ラ シ ュ ー カ 滑 

北 タ ュー ト 砂 漢 

南 タ ュー ト 砂 漠 

チチ 砂漠 

シュ ガル 有川 

炎 以 2 の オア シス 





名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


Ns2 グ 75 人 2 
2 イオ 

幼 

崇高 


ジ ゼ ウ ス 王 の 忘れ 形見 、 ル ー ジ ュ ア 王国 の 第 一 王子 。 


に 多 ウ 性 ト 

3 

MX 

可憐 

チチ 砂漠 の 豪族 タッ カー ト 家 の 一 人 娘 。 
OMIU USA00 


232 の 227 

軸 

男 

野 旨 

ソリ ダン の 王 。 好戦 的 で 大 胆 。 


@ ル ー ジ ュ ア 王国 軍 


@ 軍 団長 


前 ケル ンス 

2 4 歳 

男 

電光 石 火 

陸軍 多 年 学校 か ら の 友 で あり 家臣 。 有 能 な 参謀 。 


MI デア ロー ブ 

2 5 歳 

連 

男 猛 果敢 

精 翌 な 顔つき 、 仕 官学 校 を 主席 卒業 し た 文武 両道 の か 人 。 ケ ルン ス 
同様 ヒー ト の 友 。 


NII 靖 22224 り 02 

2 3 歳 

男 

熟慮 慎重 

ヒー ト の 泡 少 時 の 友 。 若 い が 立 派 な 武人 . 金 髪 が 綺麗 。 


ジェ ンカ 

2 7 歳 

2 

熟慮 慎重 

幼少 時 の ヒー ト を よく 可愛 が っ た 娘 。 貴族 を 父 に 持つ 。 ヒ ー ト を 
中 心 に 彼女 に 憧れ て いる も の は 多数 。 















名 前 アン トン 

年 齢 25 歳 

性 史 男 
0 性 格 熱中 慎重 


特徴 ジェ ンカ の すぐ 下 の 弟 で 長身 の 美男 子 。 
ベレ ー 帆 を 愛用 し て いる 。 





2 











名 前 


\ 屋 
性 和 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


28/ の 0 ス 

3 9 歳 

労 

男 猛 果 敢 

チチ 砂漠 の 「 砂 狼 」 と 呼ば れ た 歴戦 の 強者 。 


ロー ドラ ム 

5 8 歳 

男 

専守 防衛 

アバ ・ シ デス の 戦い の 英雄 。 弁 髪 で ある 。 


ネー ル ベ ッ ク 

2 9 歳 

労 

電光 石 火 

遊牧 民族 出身 の 志 兵 か 将校 に 抜 握 され た 。 騎 馬 戦 の 雄 。 


ラ シ ュ ミ ン 
4 2 歳 

男 

情緒 的 

南洋 系 の よう な 明る い 技 師 。 上 半身 裸 。 
ネッ クレ ス を つけ て いる 。 


Sm 
2 0 歳 
男 
論理 的 

玉子 型 の 頭 。 頭髪 が な い 。 な に か 面白 い 発 見 を する と ニヤ リ と 口 
元 を まげ る 。 





骨 マス 





名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 


性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


5 2 歳 

男 

論理 的 

職人 気質 。 地 愚 、 長 身 。 技 師 た ちの 親分 格 。 


が 

2 7 歳 

労 

専守 防衛 

吉 快 な 航行 士 。 大 形態 の 操 終 が じつに うま い 。 ヒ ゲッ ジラ 。 


全 み 

2 4 歳 

女 

電光 石 火 

ポニ ー テ ー ル の に あう チャ ー ミ ング な 航行 士 。「 白 光 の 稲 」 
異名 を と る 。 


ジグ 

1 8 歳 

男 

熟慮 慎重 

根 ア カ で 勇敢 な 少年 航行 士 。 気 象 観測 に その オ が ある 。 


ハジ ー 

2 4 歳 

男 

熟慮 慎重 

黒人 の 航行 士 。 痛 の ネッ クレ ス は 師 か ら の 贈物 。 
「 紺 百 の 黒 前 」 の 異名 を と る 。 


ジグ ンー 77 





人 


の ソリ ダン 王国 軍 


人 @ 車 団長 





名 前 


性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 






スイ ンジ ー 
2 2 歳 

女 

電光 石 火 

と に か く 速 い 、 彼 女 の 操 能 は 天才 的 。 
「 ス カイ ウル フ 」 の 異名 を と る 。 


み 652KA 

2 7 歳 

男 

勇猛 果敢 

細身 で 、 切 れ な が の 目 。 冷 血 漢 。 


02 ウン 

3 5 歳 

男 

熟慮 慎重 

敵 に し て お くに は 惜しい ほど の 武人 。 


2yIS222LNEUIcooi 
3 9 歳 

男 

勇猛 果敢 


5 フク / 

4 8 歳 

男 

勇猛 果敢 

巨漢 で 白兵戦 の 雄 、 ゾ ー ト (手甲 型 短剣 ) の 名 手 。 


ーー や ーー ーー 














SU の ミン 

3 3 歳 

男 

専守 防衛 

黒人 で 唇 厚く 筋肉 質 。 左腕 に 金属 の 輪 を 付け て いる 。 


前 ヨ ゼ ル 


名 前 
年 齢 
性 別 


特徴 


5 5 歳 

男 

専守 防衛 

白髪 交じり の 披 獲 な 顔立ち 。 や せ て いる 。 


2 Ni の の 人 

5 3 歳 

男 

熟慮 慎重 

髪の毛 が な い 。 歴戦 の 将軍 。 角 を た くわ えた 老 将 。 


NSX 

4 5 歳 

只 

熟慮 慎重 

高級 官僚 あがり の よう な 感じ で 立派 な ひげ を は や し て いる 。 


前 6 ダグ 


2 7 歳 

男 

熟慮 慎重 

沈着 冷静 な 航行 十 。 や や 病身 な 青白 の 面 立ち 。 


前 ダン 


2 3 歳 

男 

電光 石 火 

「 烈 風 タ イガ ー 」 の 異名 を と る 金髪 の 飛行 士 。 


前 ダイ ム 


2 2 歳 
男 


専守 防衛 


高貴 な 出 で 品 の ある 若者 。 風 を 読む 男 。 


前 タカ 





2 2 歳 

男 

熟慮 慎重 

ダイ ム の 親友 の 航行 士 。 ミ スト ドレ ウ ゼ ン の 操 能 に 優れ て いる 。 


キャ ニー 

ウゥ ク 歳 

女 

電光 石 火 

と に か く 戦 闘 的 で ヒス テリ ッ ク 、 し か し 彼女 の 操 能 は 天才 的 。 


押 


レノ /、 性 
芝 こ つう 


ーー ゴイ 


0 


// 


人 
人 


全く 
号 路 き 


さ . 
H 


1 Si MI In ( 
人 則 央 議 呈 


7 


ーー ンーー) 


褐色 の 衛兵 





広大 に そし て 深遠 に 、 限 りな く 蒼 い 巨 大 湖 マ ー は その 豊か な 水量 を 誇らしげ に た た そえ て いた 。 
霊峰 キク マレ ー に は アン ス 王 朝 の 守 誠 神 で ある ダー マ が 祭 ち られ た ダム ダン 寺院 が ある 。 

アン ス 王 国 は 父 の 後 を 継ぎ 第 3 代 国 王 と な っ た キャ ス メ ッ ト ・ フ ォ ン アイ ス が その 統治 を は じ 
め た ば か り で あっ た 。 

大 陸 暦 1 1 9 7 年 キャ ス メ ッ ト の 若き 妃 セ ルシア は 僅か な 従者 を 伴い ダム ダン 寺院 に 、 国 の 安 
泰 と 民 の 幸福 を 祈願 する た め 向 か っ た 。 

そし て 陰謀 は 周 刊 に 準備 され た の で あっ た 。 セ ルシア ー 行 の 非 運 が サー ム サ ッ ト の 宮殿 に 知ら 
され た の は バー ム の 都 コ ル グ に 夫 の 声 が あがっ た 頃 で あっ た 。 







コン クタ トド 0 の 
bo 


トゥ ルー ズ 砂 漢 





倫 登 場 国名 
シス 平 国 
バー ム 課 国 


@ 登 場 部 族 

2 フー ン 族 
ヤナ ギー ド 族 
シッ キ ニ ド 族 


條 位置 関 係 

霊峰 キク マレ ー の 頂 は 夏 で も うっ すら と 雪景 色 を 呈し て いる 。 9 9 9 年 の アバ ・ シ デス の 大 異 
変 の な ご り と も 言う べき 淡水 の 不 凍 湖 マ ー は 周囲 は ば 1 0 0 0 km は ある と 思わ れる 巨大 湖 で 
ある 

ドリ ファ 渓谷 を 境 に アン ス 王 国 は バー ム 帝 国 と 勢力 の 均衡 を 保っ て いた 。 

霊峰 キク マレ ー は アン ス 王 国 側 で な だ ら か な 裾野 を ひろ げ 豊 か な 牧草 地帯 を 形成 し て いた 。 バ 
ー ム 帝国 側 は それ に 反し 急斜面 の 岩場 で あっ た 。 

冬季 は バー ム 帝 国 で は その 全土 が 赤褐色 の 凍土 で 可 わ れる の が 常 で あっ た 。 

そし て 夏 、 そ の 赤褐色 の 土 は 砂塵 と な り 荒 野 を わた る 旅人 を 苦し め て いた 。 

巨大 潮 マ ー は 支流 に ズ ア ン 川 を も つ 。 ズ アン 有川 流 域 は 、 ア ンス 王国 の 善 政 の お か げ か 光 洲 が 盛 
ん で あり 、 緑 の 豊 土 が 広がっ て いた 。 ま た ズ ワ ン 川 は 旅人 の 往来 の た め 沢山 の 橋 が 架け られ て 
いた 。 川 の 対岸 に は 広大 な 砂漠 化し た 荒野 が あっ た 。 

ドリ ファ 渓谷 に は 西 に スル ミナ 丘陵 が あり 、 東 は サロ ニカ 山 が そびえ て いた 。 

サロ ニカ の 訂 に は ラ ト ガ 潮 が あっ た 。 そ の 北方 に は 遠 ん 々 と トゥ ルー ズ 砂 江 が 広がっ て いた 。 


信孝 市 ・ 地 名 

8 シス 提 還 | の 者 D 還 の ーー りあ ト 
バー ム 疹 国 の 首都 "コル グ 
ダム ダン 寺院 

マー 測 

キク マレ ー 山 

ドリ ファ 渓谷 

攻 デ ン 州 

スル ミナ 丘陵 

サロ ニカ 山 

ラ ト ガ 潮 

トゥ ルー ズ 砂 漢 

下 ジ 2 の 0 ドブ シン ハ 


代 仙 敵役 








名 前 


性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


中 2 スルト ドコ フォン 
2 6 歳 

男 

崇高 


精 慢 な 青年 国王 。 武 人 と し て の 苦 れ が 高く 国民 に 人 気 が あ る 。 


セル シア ・ フ ォ ン アイ ス 

2 4 歳 

女 

癌 中 

信仰 心 が 厚 く 、 国 民 の 憧れ の 的 。 長 い 愚 髪 は アッ プ に し て いる 。 


AN 

2 9 歳 

男 

狂 猛 

権 謀 術 数 に た け 、 目 的 の 為 に は 手段 を 選ば ぬ 奄 族 の 長 。 細 い 目 。 


@ ア ンス 王国 軍 


@ 車 田 長 











名 前 
年 齢 
性 別 


特徴 


名 前 


性 別 


アテ ー ヌ 
2 7 歳 
女 

男 猛 果敢 


寺 徴 数 々 の 戦い で 武 動 を た て 、 そ の 指導 能力 に は 定評 が ある 将 軍 。 


2 ジ 07 mr ニル 

2 7 歳 

男 

電光 石 火 

迅 束 な 決断 力 と 合理 的 な 用 兵 を 特徴 と する 上 級 大 持 。 


シ プ ル 

2 9 歳 

ー 

勇猛 果敢 

「 暗 聞 シ プル 」 と 異名 を と る 夜襲 の 名 人 。 


前 メリ オン 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


2 6 歳 

男 

専守 防衛 

キャ ス メ ッ ト の 士官 学校 時 の 学友 。 温 厚 な 中 将 。 


メル クリ ウス 

2 9 歳 

男 

電光 石 火 

後 の 「 ア ンス 3 軍神 」 の - 一 人 。 勇猛 果敢 な 多く の 部 下 を 持つ 。 





名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 


性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


ゼル ダミ ッ ツ 

2 8 歳 

男 

電光 石 火 

ドリ ファ 渓谷 争奪 戦 で 「 疾 風 ゼ ル ダ 」 の 異名 を 欲し いま ま に す る 。 


2 本 

5 0 歳 

男 

難 族 慎 重 

若き 将軍 達 の 相談 役 。 唯 一 の 長老 。 若 き 頃 「 ジ ンク ガー ディ ン 」 
を 志願 し た 強者 


マロ リー 

3 3 歳 

男 

熟慮 慎重 

他 の 将軍 達 と は 仲 が 悪い が 、 キ ャ ス メ ッ ト に 対す る 忠誠 心 は 強い 
億 兵隊 長 。 


ニー ヴェ 

18 歳 

男 

論理 的 

父 も 技師 で あっ た 。 繊細 な 感じ が する 。 笑顔 を 絶やさ な い 。 
背 が 低い 。 


サ デ ガメ 

2 7 歳 

男 

情 球 的 

飾 り を 頭 に 付け て いる 。 人 色白 の 好 男 児 。 





名 前 
年 齢 
性 別 


特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 
性 格 
特徴 


名 前 
性 別 
性 格 
特徴 
名 前 
性 別 


性 格 
特徴 


名 前 
年 齢 
性 別 


特徴 


論理 的 
クリ ー ム 色 の 牧師 風 の 長袖 の 上 着 を 着用 、 
腰 に は ゴダール 紅 を し て いる 。 


ガス 
1 9 歳 

女 

勇猛 果敢 

少々 無 鉄 爺 な と ころ も ある が 、 1 0 回 に 8 回 は 敵 を 壊滅 する と い 
う 凄 い 少 女 飛行 士 。 


バム 

21 歳 

男 

専守 防衛 

元々 は 輸送 船 専門 だ っ た が 、 ド リフ ァ 渓 谷 の 戦い で 認め られ 1 級 
航行 士 と な る 。 


フェ アミ ー ト 

2 2 歳 

女 

電光 石 火 

2 2 歳 に し て 航行 時 間 2 0 0 0 0 時 間 と いう バケ モノ お 姉さん 。 


タッ フィ ー 

18 歳 

男 

熟慮 慎重 

操 能 の 技術 は 父 譲り で 、 小 型 艦 の 戦闘 で その 才能 を 発揮 する 。 








の ジル 

2 7 歳 

熟慮 慎重 

最高 の 技術 を 持っ て いる が 上 官 と の 衝突 が 多い 。 


EN ジクト in イペ シテ ラス 
2 6 歳 
当 
男 猛 果 敢 
シン バ ・ ネ ペン デス の 弟 。 残 妨 な ユ ス ト レク ト 将 軍 は 皆殺し に の み 
勝利 を 知る 。 
「 褐 色 の 衛兵 」 の 総 大 持 で ある 。 
の ツレ ショ ク 
3 2 歳 
男 
電光 石 火 
冷徹 で 残忍 さ を シ ン バ に 買わ れ た 流れ 者 の 武将 。 少将 。 


ポス ニー 

2 7 歳 

男 

熟慮 慎重 

幼年 学校 の 頃 よ り ネ ペン デス 家 に 上 忠誠 を 誓う よう 洗脳 教育 され て 
いる 。 だ が 本 人 は 元々 は 温厚 な 好 青 年 で ある 。 


9 の 2 ニア 

3 9 歳 

男 

男 猛 果 敢 

黒人 の 備 兵 隊長 。 武 動 に より 少将 を 命じ ら る 。 頭髪 な し 。 
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XYV7720 り 72 

2 5 歳 

女 

電 交 石 火 

元々 、 シ ン バ の 妃 の 親御 隊長 で あっ た が その 作戦 能力 を 買わ れ 、 
提 督 の 一 人 と な っ た 女 隊 長 。 


ジュ トラ ム 

4 8 歳 

上 男 

熟慮 慎重 

ネペンデス 家 に 代々 仕 を て いる 忠誠 心 の 高い 将軍 。 大 将 。 


シラ ー 

2 9 歳 

男 

勇猛 果敢 

髪 は 金髪 で タメ タガネ を か けた 知 将 。 


SD: ベガ 

2 5 歳 

男 

専守 防衛 

若き 天才 的 用 兵 師 。 黒 マ ント に 銀髪 の 美 青年 。 


ゼ デ ム 

2 7 歳 

男 

熟慮 慎重 

残忍 に し て 准 酷 な 航行 士 。 鉄 此 の ディ フェ ンス を 誇る 
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バム 

2 1 歳 
女 
電光 石 火 


元々 は 輸送 船 専 門 だ っ た お 姉さん 航行 土 。 1 級 航行 士 で ある 。 


ザッ カー ト 
2 0 歳 
男 
電光 石 火 
「 背 後 の 爪 」 の 異名 を 取る 闇討 ちの 名 人 


区 只 シ 

2 6 歳 
男 

専守 防衛 


ゼ デ ム の 兄弟 分 で 悪 の 権化 の よう な 少尉 。 


ヨ デ デック 
2 7 歳 
男 

熟慮 慎重 


夜間 飛行 を 得意 と する 顔 に 傷 の ある 中 尉 。 
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勝利 し た と は 言え 
部 隊 は 消耗 し この あり きま で す 


な ぜ 
王 は 補充 を くれ な い の で し ょ う 





お まえ の 思い も 業績 も 
主 の 元 に は と どい て いる 


見 捨て られ だ わけ で は な い 


と に 


自分 が 必要 と $ れ て いる 


だ な 


i を も つの 


信 
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失っ て は 戦え ん ぞ 


誇り を 
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(5 ンジ ンク 7 


い 
お 
ら 
和 
抱 
還 





動け る 兵 が 
en 


#| く わけ に は いか ん ! 


死に に 行け 
埋 う ん で すか 


な 
は 


し 
ラー 


ヒコ 





MM 


広 要 の な いも の に 
命 久 は 出さ ん 


その ジン ク ガ ー デ ィ ン の 甲 身 に 


何 を すべ きか 聞い て みろ ! 


二 昌 後に 
伝令 が 着き まし た 増援 部 隊 が 
合流 する と の こと で す 





大 陵 に 涼 販 が 吹く と 、 
次 に は 火 が 疾 る を いう ーー 


二 隊 旗下 全 兵 に 

1 『 健 癌 を !」 と 伝え よ 。 

グラ スケー ト の や ) 幣 eee さ [ 初戦 の 気風 が 
状況 は どう か ? 1 尊 較 | 二 か 7 勝利 を 呼び 込む 


ロン ド デ ス 隊 に 
ナシ ク 隊 が 合流 、 

あと 二 刻 程 で 
英二 部 隊 と 接触 し ます 


皇 太子 威 下 より 





久しぶり の 実戦 だ 。 


いつ 以来 だ っ た か 
殿下 も # め な お 方 だ 。 を 


燃え カス に も 
油 を 注い で くだ さる 。 


1 ト 
NN 


NNN 


\ 征 Mi 則 旧 ! 
4 
レク 
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や は り 隊 長 に は 
動い て いた だ だ か な いと 





開 は だ いぶ と 
意気 あがっ て 
いる よう じゃ な いか >。 


最期 に 勝て ば いい の る 


王 が 欲し い の は 


勝利 いう 結果 だ ょ  / 人 KN - 
AN > | 『 





元気 の いい 奴 の ほう が 、 
潰す 楽し み が あ る っ て も ん だ 


ー み 


エス ト ア ー ク 隊 、 ( "ノバ パー ジマ ルレ テイ ア 、 


前 へ ! 





大 陵 寿 999 生 2 月 グラ スケ ー ト 渓谷 手 代 戦 、 始 まる 。 
地獄 の 金 に 再び 火 が 入っ た - 一 一 


欠 フ ィ ク ショ ン と し て の ジョ シュ ア の 信頼 性 


伝説 の 大 陸 ジ ョ シュ ア は まさ に この 地球 上 に 存在 し た も の で あり 、 後 述 す る 地形 的 な 特徴 を 
除い て は 現代 の 我々 が すむ 地球 上 に いつ の 時 代 に あっ て も お か し く な いも の で ある 。 歴史 が 4 
大 文明 を 現代 人 の 起源 と する な ら ば ジョ シュ ア に 生き た 人 々 は その 範 呈 に は 入ら な い 。 

し か し 彼ら は 我々 と 同じ く 人 を 愛し 、 大 地 を 愛し 、 ロ マン と 冒険 を こよ な く 愛 し た の で ある 。 
地理 的 に は 現在 の アフ リカ の 南南西 に 位置 し て いる 。 

伝説 の 大 陸 ア トラ ン テ ィ ス と ほ ば 同 経 度 に あり 、 双 方 が は か ら ず も 同時 代 で ある な ら ば 互い の 
文化 は 深く 関わ りあ っ て いた と 推測 で きる 。 

アト ラン ティ ス 同 様 その 衰退 、 消 減 が いか な る 原因 か 、 い つの 時 代 か な ど は その 存在 の 真意 と 
と も に 聞 の 中 で ある 。 

今回 、 私 は この 作品 の 制作 に 当っ て フィ クシ ョ ン の 中 に も 信頼 性 と 合理 性 を 無視 し て は な ら な 
いと スタ ッ フ に お 願い し た 。 

そし て その フィ クシ ョ ン と し て の 、 ま た シミ ュ レ ーション ゲー ム と し て の 許容 範囲 を 厳密 に 考 
8/ だ き 

シミ ュ レ ーション ゲー ム の 大 作 と 呼ば れる も の や 営業 上 成功 し た も の を 観る に 特に その 中 で も 
歴史 物 を 代表 に 、 そ の 必然 性 の 皆 定 の 中 に プレ ー ヤ ー の 意志 に よる 偶然 性 が ゲー ム そ の も の を 
興味 深く 面白 いも の に し て いる こと を 考え る と 当然 の こと で あろ う 。 

それ は 歴史 (ルール ) と いう 動か し 難い 事実 の 中 に 設定 を 置い た た めで あり 、 プ レー ヤー は そ 
れ を 至極 当然 の こと と 容認 し て いる 。 

そん な 中 で ファ ンタ ジー 物 と も 言う べき 分 野 で 登場 人 物 、 武 器 、 兵 器 に 至る まで 全て オリ ジ ナ 
ル を 重視 し デザ イン 先行 を 極端 に 許し 制作 を 行っ た 。 

ジョ シュ ア は その 大 小 あ ら ゆ る 設定 に 至る まで 人 危険 を 多分 に は らん で いる 。 

当然 の こと な が ら 中 途 半端 な 設定 で は プレ ー ヤ ー を 白 け させ る ば か りか プレ イ そ の も の を 混乱 
させ る こと と な る 。 

そん な 人 危 恨 を 抱い て 『JOSHUA』 は まさ に 発進 する の で ある 。 

今 考 えて みる に アニ メ の 中 に 飛ん だ ロマ ン あ ふれ る 飛行 船 、 ダ ビン チ の 書い た ある 書物 、 ア レ 
キサ ンダ ー 大 王 の 遠征 を 紹介 し た 歴史 書 、 伝 説 の 大 陸 ア トラ ン テ ィ ス の 謎 を 記し た 本 な ど 興 味 
と 創作 意欲 を 触発 され た も の は 数 多く ある が 結局 の と ころ 制作 に 当っ て は スタ ッ フ の オリ ジ ナ 
リティ イ 選 寄る こと ろ 天 で あっ た 。, 

そし て 最後 に 思う こと は 、 で きる な ら ば ジョ シュ ア は 純然 た る フィ クシ ョ ン と し て その 信頼 性 
を 築き た いと いう こと で ある 。 


プロ デュ ー ス ノ ゲ ー ム デザ イン 佐藤 健次 


STAFE 


企画 田 「 JOSHUA」 制 作 委員 会 
プロ デュ ー ス 玉 佐 藤 健次 
ゲー ム デ ザイ ン 佐 藤 健次 
シナ リオ 較 佐 藤 健次 
グラ フィ ッ ク ' キ ャ ラク ター (シナ リオ 1 ) 圏 座間 健一 
キャ ラク ター (シナ リオ 2. 3)BLooD & HoNEY 
兵器 ・ 部 隊 圏 鳴 村 綺 文 
戦略 マッ プ 玉 嶋 村 綺 文 
戦術 マッ プ 較 飯 塚 哲也 
プロ グラ マー 隊 小 林 敦 
プロ グラ マー 較 佐々 木 隆 司 
ミュ ー ジ ッ ク ノ 効果 音 較 飯塚 哲也 
時 代 考 証 較 佐藤 健次 
マニ ュ ア ル 構成 デザ イィ ン 葉 飯塚 哲也 
挿絵 較 BLooD & HoNEY 
概念 図画 佐 ヶ 木 慎二 
シナ リオ 表紙 圏 季 流 星夜 
コミ ッ ク 「 老 将 」 圏 座間 健一 
コミ ッ ク 「 型 」 較 福嶋 恵子 
圏 李 流星 夜 
「JOSHUA の 世界 」 較 嶋村 綺 文 
パッ ケー ジ デ ザイ ン 左 飯塚 哲也 
グラ デカ ヘッ ジホ ー グ 号 園 佐 々 木 慎 二 
アド バイ ザー 尾 張 裕 司 
瑞 神 尾 憲二 
圏 町 田 石 文 
マー ケッ ティ ング 斑 會 田 功 一 
監修 圏 佐藤 健次 
著作 田 株 式 会 社 パ バン サー ソフ トウ ェ ア 
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